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①～⑥ 動力消防ポンプ設備概要表に準ずる。 

⑦ 無窓階の有無を記入し、有の場合は該当する階を記入する。 

⑧ 各階の用途及び設置する誘導灯の個数を該当する欄に記入する。既設は（ ）書きで

記入する。 

⑨ 各項目の該当するもののォ内に をすること。 

⑩ 各項目の該当するもののォ内に をすること。また、（ ）内には該当する内容を記

入すること。 

⑪ 常用電源の電圧及び専用か兼用かを〇で囲み、兼用であれば兼用する設備を記入す

る。非常電源は、各項目の該当するもののォ内に をすること。 

⑫ 配線は施工方法、使用電線及び使用電線の太さを記入する。 

⑬⑭ 動力消防ポンプ設備概要表⑯⑰に準ずる。 
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① 建基法上の該当する構造を○で囲む。ただし、複数の棟を有し、構造が異なる場合

は、その他の欄を○で囲む。 

② 建基法上の階数を記入する。ただし、複数の棟を有し、階数が異なる場合は、最高の

階高の棟を記入する。 

③～⑤ 複数の棟を有している場合は、最大の棟について記入する。 

⑥ 同一敷地内の棟の総数を記入する。 

⑦ 同一敷地内で「延焼のおそれのある部分」に該当する棟がある場合は、その棟につい

て記入する。 

⑧ 設置位置を記入する。 

⑨⑩ 消防車両が進入可能な位置から採水口までの距離及び採水口附近の操作空地（空

間）を記入する。 

⑪ 該当するものを○で囲む。 

⑫～⑭ 設置する吸管投入口の大きさ、吸管・配管の口径及びその設置個数を記入する。 

⑮ 該当するものを○で囲み、その他は（ ）内に記入する。 

⑯ 兼用する場合は（ ）内にその設備名を記入する。 

⑰ 有効水量とは常時消防用水として使用できる水量をいう。 

⑱～⑳ 吸管結合金具を使用する場合は、フート弁から採水口までの配管口径、長さ及び

弁類等の摩擦損失水頭、落差を記入する。 

 加圧ポンプを用いる場合のみ、電圧・電流の定格値、配線の使用電線、地盤面（床

面）からの高さ及び操作方式を記入する。 

 動力消防ポンプ設備概要表⑯⑰に準ずる。 
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① 該当するものを○で囲む。 

②③ 加圧送水装置の種類及び位置を記入する。 

④ 認定番号を記入する。なお、（ ）書きでユニット、単体の別を記入すること。 

⑤⑥ ポンプ及び電動機の型式並びに吐出量等を記入する。 

⑦ 材質及び容量等を記入する。 

⑧⑨ 減水警報装置の方式及び警報装置移報場所を記入する。 

⑩ 水圧試験圧力、内径及び長さを記入する。 

⑪⑫ 方式（性能試験用配管は直読式又は差圧式の別、補給水管は自動式又は手動式の別

をいう。）を記入する。 

⑬ 内径は、管の呼び径を記入する。 

……（例）50㎜ 

⑭ 水源の位置を記入し、その水源の種別を○で囲むか又は記入する。 

⑮ 有効水量を記入する。 

⑯ 自動式又は手動式の別を記入する。 

⑰ 水源の兼用設備の有無で該当するものを○で囲み、兼用するものは兼用設備名を記入

する。 

⑱⑲ 減水警報装置の方式及び警報装置の設置場所を記入する。 

⑳ 該当するものを○で囲む。 

 型式、認定番号、容量及び設置場所を記入する。 

 動力消防ポンプ設備概要表⑯⑰に準ずる。 
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①～⑥ 動力消防ポンプ設備概要表に準ずる。 

⑦ 各階の床面積、送水区域数及び設置ヘッド個数を記入し、1送水区域内に2以上の防火

区画の有無で該当するものを○で囲む。 

⑧ 連結散水設備の基準３(3)（スプリンクラー設備の基準Ⅱ４(2)に該当する部分を含

む。）によりヘッドを省略した部分の用途（名称）及び当該床面積を記入し、代替区画

に用いる特定防火設備である防火戸又は防火戸の別、開口部面積（防火戸等の設置して

ある部分の面積の合計をいう。）及び内装材料（下地共）を記入する。代替設備を設け

る場合はその設備名を記入する。 

⑨ 該当するものを○で囲む。 

⑩～⑫ ヘッド間隔、標示温度及び１個のヘッドの水平警戒距離を記入する。 

⑬⑮ 起動方式は開放型の場合のみ記入し、⑮の起動装置は感知器、スプリンクラーヘッ

ドの別を記入する。 

⑭⑯ 開放弁、制御弁の設置個数を記入する。なお、閉鎖型の場合は⑭の欄は無記入とす

る。 

⑰ 自動警報装置の種別、最大警戒面積を記入し、設置箇所は防火対象物全体の設置個数

を記入する。 

⑱ 自動火災報知設備の受信機又は総合操作盤の位置を記入する。 

⑲ 位置及び設置箇所を記入する。 

⑳ 配管にかかる最大圧力を記入する。 

～  使用する配管のＪＩＳ番号と水圧試験圧力を記入し、吸水管、主管、配水管（横

引き管等をいう。）の口径を記入する。管継手は該当するものを○で囲む。 

 設置数、配管口径及び地盤面からの高さを記入し、埋込みかスタンド式か該当するも

のを○で囲む。 

 加圧送水装置概要表を添付する。 

 設計圧力、ヘッド、配管の摩擦損失計算等を行い、それらの結果を記入し、その計

算書を添付する。 

 動力消防ポンプ設備概要表⑯⑰に準ずる。 
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①～⑥ 動力消防ポンプ設備概要表に準ずる。 

⑦ 各階の設置個数と床面から放水口までの高さを記入する。ただし、既設の放水口は

（ ）書きで記入する。 

⑧ 放水口格納箱の材質、板厚及び大きさを記入する。 

⑨ ⑧に準ずるほか、ノズル、ホースの設置本数及びホースの長さを記入する。ただし、

設置しない場合は空欄とする。 

⑩ 配管にかかる最大圧力を記入する。 

⑪ 配管のＪＩＳ番号、口径及び公称圧力を記入し、湿式・乾式の別、湿式の場合は高架

水槽の専用・兼用の別で該当するものを○で囲み、その容量を記入するとともに兼用す

る場合は、その設備名を（ ）内に記入する。 

⑫⑬ 放水口、送水口の口径を記入し、単口形・双口形の別で該当するものを○で囲み、

その設置数を記入する。なお、送水口は設置位置及び地盤面からの高さを記入し、型

式は該当するものを○で囲む。 

⑭～⑯ 連結散水設備概要表 ～ に準ずる。 

⑰ 表示灯の位置、内径、電圧値、電流値及び配線の使用電線を記入する。 

⑱ 加圧送水装置概要表を添付する。 

⑲ 各種の設置個数を記入する。ただし、既設のものは（ ）書きで記入する。 

⑳ 電圧、電流値、回路数及び非常コンセントのＪＩＳ番号を記入する。 

 保護箱は大きさ、材質、板厚を、表示灯は電圧、電流値を、表示灯はその内径及び設

置位置を記入する。 

 回路の使用電線及び施工方法を記入し、非常電源は該当するものを○で囲む。 

 動力消防ポンプ設備概要表⑯⑰に準ずる。 
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① 令別表第１の該当する用途を記入する。 

② 無線通信補助設備に「その他」の用途を共用する場合、総務大臣は所轄総合通信局長

が認める他の用途を記入する。 

③④ 結合損失、伝送損失それぞれの標準値を記入する。 

⑤ 伝送損失の標準値を記入する。 

⑥⑦ 動力消防ポンプ設備概要表⑯⑰に準ずる。 
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①～⑥ 動力消防ポンプ設備概要表に準ずる。 

⑦ 消防用設備等（特殊消防用設備）計画書⑭に準ずる 

⑧ 各項目の該当するもののォ内に をすること。また、（ ）内には該当する内容を記

入すること。 

⑨⑩ 動力消防ポンプ設備概要表⑯⑰に準ずる。 
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① Ⅰ型、Ⅱ型ごとにすべての設置台数を記入する｡ 

② 消火薬剤の種別を記入すること｡ 

……（例）強化液、第1種機械泡、第2種浸潤剤等入り水 

  種別が違う消火薬剤の設備を設置する場合は、備考欄に内訳を記入すること｡ 
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① パッケージ型消火設備の概要表②に準じて記入すること｡ 

② 設置場所を記入すること｡ 

③ 感知器の種別を記入すること｡ 

……（例）光電式スポット型、差動式スポット型 

④ 煙式と熱式の併用 

⑤ 手動で作動することができる装置を設ける場合にあっては、記入すること｡ 


